
◆日時：2020年11月21日（土）10：00～11：30
◆会場：川崎能楽堂

◆定員：148席（先着順）
◆料金：無料

＊第121回川崎市定期能チケットご購入者が対象となります。　＊受講をご希望の方にはチケットご購入の際に整理券をお渡しいたします。

定期能をより楽しむための事前講座 演目や能について能楽師が実演つきでわかりやすく解説します。

主催 公益財団法人 川崎市文化財団　
　　　〒212-8554 川崎市幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー5階　TEL.044-272-7366  FAX.044-544-9647
後援 「音楽のまち・かわさき」推進協議会
＊開演後はご入場いただけない場合がございます。また、新型コロナウイルスの影響により、日時・内容・出演者等変更になる場合がございますので予めご了承ください。

【チケット発売日】
2020年11月6日（金）午前9時より川崎能楽堂 電話・ホームページにて発売（先着順） ＊残券があれば、翌日川崎能楽堂窓口でも販売いたします。
＊販売座席につきましては、感染症対策を講じた上で定員100%で販売いたします。　＊回線混雑のため、電話が繋がるまでにお時間をいただく場合がございます。
※お電話もしくはホームページで申込完了後、代金を振込でお支払いただく際は、郵便局備え付けの払込取扱票に下記内容をご記入の上お振込ください。
　入金を確認後、チケットを郵送いたします。（チケット郵送料、振込手数料はお客様のご負担となります。）
　☆口座記号：００２６０－７　口座番号：００２１５２８　☆加入者名：公益財団法人川崎市文化財団　☆代金：●,●●●円（送料の切手代●●円を含む）
　☆通信欄：第121回定期能　チケット●枚　☆ご依頼人：お客様のご住所・お名前　※●の数字はお申込の際にお伝えいたします。

【チケット取扱・お問合わせ】
川崎能楽堂 TEL.044-222-7995 川崎市川崎区日進町1-37  窓口・電話 9：00～17：00（水曜定休日）
川崎市文化財団ホームページ https://www.kbz.or.jp/event/noh/20201212/ ＊ホームページからお申込いただく場合、座席指定はできません。

◆講師：角当　 直隆（観世流梅若会・シテ方） 
　　　  伶以野 陽子（観世流梅若会・シテ方）
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2020年12月12日（土）　会場：川崎能楽堂
入場料：各部 4,000円（全席指定） 3,000円U25 ※脇正面、中正面エリアのみ選択可。25歳以下の方。

　購入時に生年月日のわかる身分証明書をお持ちください。
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〒210-0024 川崎市川崎区日進町1-37
TEL.044-222-7995　FAX.044-222-1995

JR川崎駅東口より徒歩5分

次回公演のお知らせ
野村万蔵による芸能サロン
～狂言を楽しもう～
2021年1月11日（月・祝）14：00開演
お話　野村万蔵　
狂言　「仏師」野村万之丞
狂言　「木六駄」野村万蔵
チケット発売日：12月4日（金）より川崎能楽堂にて
　　　　　　 発売予定（先着順）

第122回川崎市定期能
～金春流～
2021年3月20日（土・祝）
［第1部］ 狂言「未定」
　　　　能　「熊坂」辻井八郎
［第2部］ 狂言「未定」
　　　　能　「井筒」本田光洋
※日時、内容等変更になる場合がございます。予めご了承ください。
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※Ｕ25券は脇正面席・中正面席のみ選択可。
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■アクセス（JR川崎駅まで）品川駅より 約9分 横浜駅より 約8分
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。
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※感染症対策を講じた
　上で定員100%で販売
　します。


